
放流技術開発調査（ヒラメ）

吉尾二郎

種苗生産されたヒラメ種苗を適地に放流し，資源に添加させることは栽培漁業推進における重要

課題である。そこで本県では，ヒラメ稚魚の棲息適地と考えられる大社沿岸のヒラメ椎仔魚の分布

と環境を調査するとともに，当域での放流種苗追跡を行った。

Ｉ天然仔稚魚の分布生態

1゜目的

放流予定海域の天然ヒラメ椎仔の分布と資源状況を明確にするとともに，環境条件を把握する。

２．方法

（１）分布状況

調査海域の概略を図１に示した。採集は水深６ｍ

さ０．４，，２４０径モジ網，アルミ，ソリ付）で，１０

～20ｍ（10,15,20ｍ）を桁曳網（網ロ４，，２４０

径モジ網）で，さらに沖合を板曳網で行った。ジ

ョレン網と桁曳網は５～９月に計８回（ジョレン

５回，桁曳３回，曳網距離各200～300ｍ)，板曳

網は10月に１回（水深10～50ｍ，計７点)行った。

採集標本は船上でホルマリン固定し，後日測定し

た。

また，６月中旬のジョレン曳とあわせてＳt21,

24,27の3点で投網による生息密度調査を行った。

計18回の投網を船上から打ち，潜水によりヒラメ

個体数を確認した。投網の面積は約10〆であった。

②胃内容物関連調書

６月中旬～10月上旬にかけて採集したヒラメの

胃内容物を調査した。

また，昭和57～58年にかけて当域の板曳網調査

（２ノット・１５分）で漁獲されたヒラメ幼魚の主餌

料と考えられるヒメジ，オキヒイラギの水深別漁

(1,3,6ｍ）までをジョレン網（網口２ｍ’高
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図１調査海域の概略

-80-



獲量を調査した。

⑤環境調査

６月中旬の桁曳と下旬のジョレン曳にあわせて，各地点で採水・採泥を行い，ｃ１，ＮＨ`－Ｎ，

ＣＯＤ（泥）の測定を行った。

５．結果および考察

（１）分布状況

ジョレン曳・桁曳による回次別・定点別のヒラメ推仔採集尾数と100平方メートル当りの換算尾

数を図２～６に示した。５月の調査では変態期～着底直後の個体が大半を占め，南北に片寄って高

密度域が形成される傾向にある。６月には，水深10ｍ域で幾分高密度になるものの，全般に均一な

分布傾向を示す。７月以降は，低密度で均一的である。

100平方〆一トル当りの採集尾数は図７に示すように，５月上旬（ジョレン）2.2尾，中旬(桁曳）

2.5尾，下旬（ジョレン）1.5尾，６月中旬(桁曳)4.0尾,下旬（ジョレン）4.8尾，７月中旬(桁曳）

0.5尾，８月上旬（ジョレン）0.5尾，９月中旬(ジョレン)0.2尾と６月中旬の4～５尾を最高に，以

降急激に減少する。

各回次毎の体長範囲と平均体長を表１に，成長曲線を図８に示したが，５月上旬は変態期の仔魚

がほとんどを占め，体長範囲も狭い。中旬以降は変態期から変態完了後の小型魚が主体をなすもの

の，幾分大きめの個体も出現する。６月には変態期の個体は認められず，以降直線的に成長する。
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図２ヒラメ採集状JBib農葱り捨てる 図３ヒラメ採集状況
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図４こう〆採集状況 図５ヒラメ採集状況

１０月の板曳網によるヒラメ幼魚の採集状況を

表２に示した。水深10ｍ地点（StA）で38尾,２０

ｍ地点(ＳｔＢ）で４尾，３０ｍ地点（ＳｔＧ)で1尾

の入網があり，他の地点での入網はなかった。

今年度のヒラメ分布調査は水深20ｍ以浅で行

ったが，当域のヒラメ分布範囲は表３に示す昭

和57年度の調査結果からも明らかなように，水

深20～25ｍ以浅にあると思われる。

投網による調査結果を表４にあらわした。計

18回の投網を行い，１回の投網（10㎡）で０～

９尾の入網が確認され，平均2.9尾であった。

投網による調査地点のジョレン曳による平均

採集尾数は100平方メートル当り２．３尾であり，

実際の確認生息尾数の10％以下であり，６月の

ジョレン曳の漁獲効率を約0.1と置くことが出

来る。全体の平均採集尾数を求めろと，100平

方メートル当り４．５尾となり，桁曳網の漁獲効

率をジョレン網と同値と仮定すると，全体平均
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表１回次別体長変化
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図７単位面積当りの採集尾数の変化

(体長）

表２ヒラメ採集状況
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表３ヒラメ採集状況販曳,15分)57年

図８体長変化
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そこで，昭和57年度と58年度の当域での板曳網

調査で漁獲したオキヒイラギ，ヒメジの８～12月

の水深別漁漉遮の合計を図10にあらわした。

これらの出現状況は，８月には水深10～40ｍ域

で稚魚として出現するが量的にはわずかである。

しかし，水深80ｍを中心に中・大型の個体が出現

するため，総重量も増大する。１０月には稚魚の成

長により，水深20～50ｍ域でも１曳網当りｌ～２

ｋ,程度漁獲される。12月には沿岸でこれらの魚種

は出現せず，水深80ｍを中心に集中分布する。

当域のヒラメ分布密度は６月中旬をピークとし

それ以降急激に低下することを前述したが，この

ことは胃内容物関連調査から次のように推察され

る。

つまり，ヒラメの成長に伴うアミエピ捕食率の

低下を補う他餌料（魚類）の絶対的不足から空胃

率が上昇し，それに伴いヒラメの沖合への分散が

促されるためと考えられる。餌料生物（オキヒイ

ラギ，上〆ジ）の出現状況からも，夏期から秋期

にかけて幼期を浅海で過ごした後は，沖合の水深

80ｍ地点で安定することが認められ，ヒラメの移

動もそれに促されるといった可能性がうかがえる。

⑤環境調査

表層のＣｌを図11にＮＨ`－Ｎを図12,13に，泥の

ＣＯＤを図14にあらわした｡Ｃｌの分布は中央の流

入河川（神戸川）の影響を大きくうけていること

がうかがえ，河口部から南北に沖合１ｍ程度まで

影響が及ぶことが認められる。ＮＨ`－ＮはＣｌの

表４生息状況（投網による）
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図９天然ヒラメの胃内容物の変化

表５胃内容組成
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図ｌｌｃｌ分布状況

図１０オキヒイラギとヒメジの
水深別漁謹量（合計）

分布パターンと類似した分布様式を表層・底層と

も示し，表層では北側と南側の宅地域沿岸が特に

高く，次いで神戸川河口域に高濃度域が存在する．

底層では南北の10ｍ地点で高渡度域が狭い範囲

で形成される他は，全般に差がない。

底土（泥）のＣＯＤは神戸川沖（水深3.6ｍ）

付近から北側にかけてと水深10ｍ域で高値を示

す。

図１２ＮＨ４－Ｎ分布状況
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図ｌ５ＮＬ－Ｎ分布状況 図1４底泥土のＣＯＤ分布状況

Ｉ種苗放流追跡調査

1°目的

放流種苗の移動，滞留状況を明らかにする。

２．方法

昭和58年９月１３，１４，２１日の３回に分けて計８万尾の人工ヒラメを神戸川河口の水深５ｍ地点に

集中放流した。放流魚の平均全長は130”であった。標識は15”アンカータグ２万尾，背鰭前半

部カット６万尾とした。

最初の追跡調査はジョレン曳により，９月１６．１７日に放流地点を中心に縦横約200ｍの基盤目伏

に５０ｍ間隔で行った。また，同時に潜水観察も行った。９月２０．２１日には沿岸27点の試験操業を

前述の分布調査とあわせて行った。

5．結果および考察

９月１６．１７日の調査結果を図15にあらわし，９月２０．２１日の追跡調査とその後の再捕報告による

再捕状況を図１６にあらわした。
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図１６ヒラメ再捕状況

（Ｓ58.10月末日現在）
図１５放流追跡と再捕状況

９月１６．１７日の調査では放流地点を中心に沿岸から沖合にかけての移動傾向が強く認められ，海

岸線に沿った水平方向への移動は少ない。

再捕した放流ヒラメの胃内容物は，アミエピ31影，魚類23％，空胃54影であった。これは，同時

に採集された天然ヒラメのそれと大差ない。

潜水による観察では，放流地点でタッグ標識魚が４～５尾確認でき，いずれもタッグピンのみが

砂上につき立っている状況であった。

１０月末日までの標識ヒラメの再捕状況は，９月１６．１７日の調査で再捕されたものを除いて，計３９

尾であり，ほとんどが放流地点付近で再捕されている。放流魚の移動・成長・再捕率については，

資料の蓄積を待たねばならず，今後の課題としたい。
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